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日本原子力学会標準

原子力発電所の地震を起因とした

確率論的安全評価実施基準:2007
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まえがき

原子力発亀所の地麓を起因とした確率飴的安全呼価実施基準：2007は,(鋤日本原子力

学会が標準委員会･発電炉専門部会の下に地震PSA分科会を段けて検肘し,間専門部会，

同委貝会での審鮭を経て策定・発行したものです．原子力発篭所の出力運転状態における

地震を起因として発生する事故に関する砲率飴的安全評価値SA)の有すぺき要件及びそれ

を満たす具体的方法を,PSA実歯の手順を踏まえて実歯基準として規定したものですb

なおoこの検肘に原し，地震PSA分科会においては，地震ハザード評価作業会。建屋・

樋器フラジリティ評価作業会及び事故シーケンス評価作業会を股けて検肘を行いました。

原子力発趣所の確率麓的安全評価は，確率飴を用いて原子力発電所の安全性を総合的か

つ定戯的に評価する手法であり，炉心又は燃料が損傷に至る事象に着目して，損傷に至る

事故シナリオ及び損傷後の専象進展を同定し，その発生頻度及び影唇につし､て推定するこ

とができまれ各国でPSAの技術開発及び事例適用，応用研究が進められてきた結果，

今日では，この安全解価手法は安全股計・運転管理・安全規制などの広い分野における意

思決定プロセスを支援する効果的な手段と露霞されるようになっていますb

原子力発愈所を対象とするWAにおいては，－般的に‘事故の発娼となる事象の特性

に応じて，発電システムの内部で起きる椴器故障及び人的過誤などに起因する内的事象の

PSAと，地震や火災などに起因する外的事象のPSAに大別されます。

地麓PSAを含む外的事象のPSAについて，米国では,NUREG-1150(1990年最終版

発行）で代表プラント評価が実施され，1991年の原子力規制委員会(NRC)の要求によ

って，外的事象に対する個別プラント騨価(IPEEE)が実施されています．また．2003

年には米国原子力学会(ANNS)から外的事象のPSA標準(ANSIMANS･5821･2003)が公

表されています。

一方，我が国は世界でも有数の地展国であることから，地震に関する研究が早期から精

力的に行われてきました．原子力発電所の耐震故叶においては，地震に関する研究成果が

反映され，解折評価手法の改良が活発に進められてきました．地歴PSAについても．技

術開発の実態を踏まえて，研究観閲及び産業界において評価手法の整備検肘が進められて

きてし､ます。また，現在，これらの状況も踏まえて，総合的な耐展安全性呼価法としての

地震PSAの活用について譲飴されてきています。

以上のことから，この標準では，地麓PSAを実施する掲合の考え方，満足すべき要件

及び具体的な方法について鯛査検肘を行い．関連する分野の専門家の意見を踏まえ，地震

PSAの実施基準について規定することにしたものですb

ARRJbSCPM:2"7には,次の附属得があります．ただし､附属書惨割は標準の一部

ではありません。

附風害1（規定）地展PSAの妥当性を硫保するための方錐

閑■毎2（規定）原子炉施設周辺斜面の醐壇による炉心損傷への影■解硬

附瓜書3（規定）余農による炉心損伍への影P評価

附凪書4《規定）経年変化事象を者虚した堀合の炉心損侭への影唇酔価

附風書5（規定）建屋の現実的酎力の解価方法・

附風書6（規定）屋外重要土木構造物の現実的甜力の解価方法

附属書7（規定）地盤副性の楓準的なデータペース

附皿害8(規定）建屋減衰定敷の橿準的なデータベース

附風書9（規定）コンクリート実強度の穣準的なデータペース

附凪書10(規定）建屋と速成して応答解折を行う榎遷の中央値及び不磁実さの算定

瞳亜客u(規定）嘩園と分魅して応答評価を行う樋器の入力及び機器モデルについ

て

附凪書狸（規定）地盤崩壊確率の算定方法

附属書13（規定）窪率子力発電施股における免歴層のモデル化

附凪書14(参考）斜面崩穣による2次的影唇評侭の参考偶

附風書15（参考）余塵を考且した地厘PSA手法

閑腐害16（参考）上下動に対する地鍾ハザード騨価手法

閉屈書17（参考）地醒のばらつきと上限値の取扱い

鯖四書18(参考）文部科学省の地屋鋼壷研究推遭本認における地展動のばらつきと

上限値の取扱い

附囲書画（参考）公関地震ハザード解価コードの軽要

耐風書20(参考）建風の安定性に係る擾傷限界点

附凪書21（参考）斜面の貯容すぺり丑に基づく損缶磁率評価
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著作権

文書による出版者の事前了解なしに，この標準のいかなる形の複写・転載も行なっては

なりません。

この標準の著作権は‘すべて(社)日本原子力学会に帰属します．
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（社）日本原子力学会における原子力標準の策定について

輝子力発電所の唾を起因とした確率賎的安…実施基準:2"7mは19”年9月22日

に設置された(祖日本原子力学会標準委員会侶也ndMarmsCnrnmweenfAFNEI)が，原子力施

設の安全性と信頼性を確保してその技術水準の維持･向上を図る観点から,原子力施設の設計・

建股･運転･廃止活動において実現すべき技術のあり方を，原子力技術の提供者1利用者‘専

門寒の有する最新の知見を踏まえ，影響を受ける可能性のある関係者の意見をパブリックコメ

ントをも通じて聴取するなど公平，公正，公開の原則を遵守しながら審醸し,合念したところ

を調上した原子力標準の一つですも

この委員会は，産業界と学界が共同して我が国の経済的，準自録境国民陸産業構造．

技術の発達等を十分勘案し,市場における健全な製品を隙別する基準を消費者に提供する二と

を目指して,合意できるところを原子力擦準として随時制定し,それを鏑の知見を反映して

改定していくことを使命にしていま主これにより，消費者が当該技術についての最新の知見

を迅連に承堀することが可能になる一方,市場箪争に参加している生産者は,当骸技術が標準

化されたことを前提として,比較優位性を生み出す技術領域の開発に努力を集中することが可

能になりま魂

また,我が国においてはこれまで,国民の生活の質を確保し,経済社会の安定な発展を支え

るため，国が規捌行政活動の一部として所要の標準を国家標準として制定し,行政判断に使用

してきましたが,技術革新のスピードが速く，新技術の利用艇囲が連鏡的に拡大していく今日

にあっては,技術の変化に合わせて国家潔軍を適正化していく作業が追いつかないため．国民

が最新の技術知見の利益を享受するのに遅れを生じるおそれが指摘されていました。しかしな

がら，このような委貝会の活動が活発になされ‘そこで国民の合意を得て制定されたいわゆる

コンセンサス標準を国が行政ニーズに応じて利用していくことになれば,小さい行政コストで

新しい技術的知見を迅速に国民の利用に供する環境が整儀されることになりますもさらに，こ

れを国際擦準化していく努力を行うことも学会でこそ可能であり，これの実現は我が国の国際

技術戦略上重要な貢献となるでしょう。

標準委員会は,専門家集団の果たすべきこのような役割と責任を意醸しながら，ボランティ

ア精神孝露に,原子力施設において今後予想される上記のニーズに対応する標準策定活動を

行うために，公平,公正，公開の原則に則って運営規約を定め‘発煙炉b原子燃料サイクル，

研究炉の3分野で部会を設置して活動を行っていま説因みにこの標準は発群専門部会が原

案を作成しました。この標準が上の趣旨を踏まえて各方面で活用されることを期待しま魂な

お，この内容については5年ごとに改定することとしておりますので‘本委員会はこの標準の

利用に際してのご質問や改定に向けてのご提案をいつでも歓迎しますb

麺7年3月

標準委員会

委員長宮野廣

発電炉専門部会の活動について

発館炉専門部会（以下，本専門部会）は‘発勉炉に係わる標準原案作成の任務を日本原

子力学会標準委員会から与えられ,2000年4月以来活動を行ってし､ます。

現在，我が国の原子力発賦は．発電趣において国内電力量の3分の’以上を占めるに至

り，また設備利用率も年平均で80%を超える安定した運転が綴けられています。この要

因としては，産業界において海外からの導入技術をベースに技術開発を加え．発電プラン

トの般計,製作.そして運転管理が行われたこと，更に国による規格.基準.指針等の標

準の整備が行われてきたことがあげられます。しかし0発危炉技術の先進国となり，新技

術のプラント設計・製作への反映，安全性一信頼性向上に関する技術の時宜を得た導入，

グローパリゼーション時代に対応した広い視点からの活動，等において，最新の知見を即

座に反映した標単の作成が求められるようになりました．このような状況にあって本専門

部会は，発趣炉の安全性と信頼性を確保し、その技術水準の維持向上を図るために必要な

標準原案を作成する活動を行っていま式対象とする標準としては，因の規制に含まれる

ものから産業界の篭活動における手引き類までを含み，国際的な視点からも検討しており

ます。

本専門部会は公開で行われていますので｡事前に連絡頂ければ傍聰することができますも

また審鮭過程は謎事録として残し‘ホームページにも掲載されますので活動状況を確認い

ただくことも可龍ですb

標準は，新技術の開発状況や新たに得られた知見に基づいて適切に改定されていくこと

によって，その利用価値が維持できるものです。そのため，少なくとも年に一度は本専門

部会で見直しを行って，5年毎に改訂版発行を行うこととしてその原案を作成していきた

いと考えております．

2“7年3月

標準委員会

発電炉専門部会

部会長平野光将
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〈皿不同．敬称路〕

(釦07年8月”日現在〕 発電炉専門部会

（園不同，敬称略）

(20切年3月20日現在〕
委員長

副委員長

幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

宮野厨

田中知

平野光將

饗錫洋・

青柳春樹

石品清見

岩田修一

大西一之

岡本孝司

小川雅生

喜多尾忍助

東芝プラントシステム(銅

東京大学

“原子力安全墾坤栂

三菱雷工藁鑑）

日本原燃〈株）

(独)日本原子力研究開発機構

東京大学

日本原子力保険プール

東京大学

東京工業大学

ISO圧C“･mmC銅

国内委員会

九州篭力(株）

(財)危力中央研究所

中部危力(株》

率
顎
頚
麺
麺
翠
麺
麺
銀
率
麺
麺
率

佐厘健治

壌田修治

柴田洋二

鈴木康郎

百々瞳

西脇由 弘

早川均

林大作

原広

松本史朝

柳沢務

山下淳一

山田知鞄

原子鶴工業(鍋

関西厘力鱗）

〔祖日本電唖T嚢舎

東京蒄力(齢

日本原子力技術協会

京京大学

宮士電樋システムズ(銅

日揮〔株）

三壷マテリアル㈱

埼玉大学

“日本原子力研究開発機構

㈱日立製作所

経済産業省

原子力安全･保安院

名古屋大学

(鋤原子力安全茎響観構

部会長

副部会長

幹事

委貝

委員

委員

委貝

委戯

委員

委員

委貝

委員

委員

平野光将

三島嘉一郎

笠井茂

安部芳文

大橘弘忠

片岡薫

木下幹康

佐藤均

佐厘崇

関村直人

高橋真琴

田南達也

千種直樹

鯉〕原子力安全基盤機構

京都大学

(中)原子力技街協会

日本原子力発愈（株）

東京大学

大阪大学

(財)電力中央研究所

経済産業煮

㈱東芝

東京大学

中部越力(銅

車京危力㈱

関西瞳力(網

委員

委員

遠山漢

西村章

三雲重工(銅

(銅グ画一バル・ニュークリアフ

ュエル・ジャパン

核燃料サイクル開発樫構

日本核慾料開発(株〕

(独)日本原子力研究開発機構

(鋤日本原子力研究閲発撮構

原子燃料工業(銅

三蚤原子儀料〈株）

日本原子力研究所

(銅日立製作所

委員

委員

委負

委貝

委貝

委貝

委員

委員

野中償之

平井睦

平野雅司

本間俊充

益子裕之

松岡由了

村松健

守屋公三郎
員
員
員

委
委
委

北島

駒田

阪口

一
回比

也
敏

光
広
正 委貝

委員

山根越宏

吉村字一郎

旧委員

本部和彦（経済産業省〕･古田一雄（東京大学）･窪田茂（原子燃料工柔(鋼）･永田好文（鯨)日立

製作所）・津久井曇（日本原子力発旺(銅〉，竹田敏一（大阪大学》･揮田隆（三菱重工業(妹)），榊原

安英(鯉)日本原子力研究開発機構)，久保博己(三菱原子燃料(銅)‘緒方恵造（日本核爆料開発(鋼)．浦

田茂（関西瞳力(株)），井手錆雄(久留米工業大学)，安藤正樹《痢東麺,成合英樹(筑波大），笠井

樺（東京■力)、阿部清次（日本原子力研究所)，天野正蛙（中部電力(株))．小島章（(銅東芝)，田中治

邦（東京盆力(銅)，中澤正治（東京大学)，古屋贋寓（九州大割，森本研次（関西電力㈱)‘山下淳一

（(株)日立製作所〕，吉田博之（鰐)グローバル・ニュークリアフュエル・ジャパン)｡百々 隆（(中》原

子力技術協会）

旧委貝

阿部清治（日本原子力研究所)，五百旗頭弘之（中部蒐力(株))，井上隆（富士、観(鋼)，

鬼椰秀夫（三菱重工業#勅)，思地健雄《剛電力中央研究所)，金揮晃（“原子力安全基感興潮，

熊瀞昭雄（(財)原子力発唾術扱構)．近藤駐介（東京大学)･中川晴夫（(社)日本趣椴工業会)．

中島南（日本原子力研究所)．中澤正治（東京大学),中平弘（住友原子力工業㈱),

仲嶺信英（内閣府原子力安全婁員会事務局)‘成合英樹（筑波大学)，藤井靖彦（東京工業大学)‘

木部和彦（経済産業省)，鈎孝幸（関西鍾力(銅)．山本哲也（原子力安全・保安院)．

山鴎道夫（東海大学），青木昌捨（原子力安全・保安院）．池和正秀（日揮(蜘）．

石井保（三菱マテリアル(銅），池田奉久《東京エ薬大学）．水谷良売（中部亀力(銅】，

鈴木光雄（日本原燃(株)），竹日敏一（大阪大舗
常時参如者

飯村秀文（日本原撚㈱)・岩田斡司（核燃料サイクル開発槻楊)。鈴木哲也（中部電力鯰))‘

田南達也（東京愈力(銅)．中村隆夫（関西電力(株))，永田好文（(銅日立製作所)，
西野祐治蝉子燐料エ案(銅)，古川雄二（三蓋重工業(銅)‘宮川俊晴〈日本原燃(鋼）

常時参加者

飯村秀文（日本原燃(鋼)，岩田耕司（核燃料サイクル開発擬構),鈴木哲也（中部電力(鋼)．

田南達也（東京愈力(鋼)，中村隆夫（関西電力鰊))，永函好文（(銅日立製作所)。

西野祐治（原子燃料工案(銅)，樋口雅久（日本原子力研究所)，古jll雄二（三菱重工乗(株)>，

宮川俊晴（日本原燃㈱）
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POO6:2007
POO6:2007

地歴PSA分科会
地涯ハザード酔価作集会

（園不同‘敬称略）

(2007年3月別日現在）
（順不同．敬称略）

(2007年3月20日現在）

鯉)原子力安全墓埜梼

東京大学

関西危力(銅

(銅大林組

(独)原子力安全墓唾樋祷

＝琴俄正彙(鋼

中部危力(痢

遅済産璽省

原子力安全・保安院

京都大学

東京大学

画原子力妾今茎錘塩撰

関西危力(鋼

平野光路

高田敏士

中村隆夫

今塚唇勝

蛯沢膀三

大島飽一

尾之内厚志

川原修司

(株》小堀鐸二研究所

東京電力(銅

日本大学

岐阜大学

東京飽力(鋼

側)愈力中央研究所

京京危楓大学

湘南工科大学

東京工案大学

鰹)日本原子力研究開発

樋構

(銅日立製作所

大阪大学

貝
員
員
員
員
員
貝
員
員
員

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

武村雅之

田南逮也

中村晋

趨島揖呂

野田静男

平田和太

薩田唾

藤本滋

翠川三郎

村松健

主壷

副士審

幹事

委員

委員

委員

委員

委貝

塞
垂
畦
鐸
麺
華
翠
麺
翠
錘
翠

姥沢囲三

能島暢呂

野田静男

安中正

謂田寛

入野一男

宇賓田健

奥村俊彦

尾崎昌彦

尾之内厚志

(独)原子力安全基斡槻構

岐阜大学

東京は力(痢

東“計㈱

顧島減殴(株）

“)原子力安金鋲轌揖

大“段(株）

済水建段㈱

関西駐力㈱

中郎危力(株）

委員香川敬生

委貝小畑益産

(財)地域唾諏境研究所

経済産業省

原子力安全･保安暁

東京大学

鯉)原子力安全基壁握構

“原子力安全華…唾

東愈改計(銅

画防災科学技術斫究所

㈱大林組

委員

委貝

委員

委員

委員

委員

高田紋士

堤英呪

廷波秀雄

毎島試一銘

藤原広行

吉田伸一

員
員
員
員

委
委
委
委

熊木博光

越埋睡一

坂上正治

白井英士

委員

雲員

守屋公三明

山I」彰
常時参加者

鐘上正治（鯉)原子力安全聖盤塊構〕，川原修司（遅済産尭省原子力安全･保安”，宮永和也（経済

亜桑省原子力安全･保安院〕,野中則彦(径済産梁省原子力安全･保安院),三閉雅幸(関西孟力(銅)．

美原範徳（屈島埋蔵(妹))･森和逮（(鋤原子力安塞霊“）

旧委員

寺津邦伯（東京電力㈱)，成宮祥介（関西趣力㈱）

常時参加者

泉嬬郎《鋤原子力安全茎嘩構).入野一男(《独)原子力安全案窒構)大家知子(関西怠力(鋼)．，

尾崎昌彦（闘酉戴力(銅)，黒矯克也（三菱重工案礁))．近藤敬介（鯉)原子力安全基蕊構)，高松画

丘〔陸)原子力安全茎鯛構),堤英明((注)原子力安全基盤撞構),掘田蓮《画原子力安全基竺樋構)。

増田貴弘（東京電力(銅)，水野淳（鹿島建彼(銅))，本揺章平（(鋤原子力安全盃郵構)，森山健

一（大成建設(鋼）

、

型

－
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PO“:2007
Pm6:2007

建屋・機器フラジリティ評価作薬会
事故シーケンス解価作業会

（願不同．敬称略）

(2007年3月20日現在）
（頤不同．敬称略）

(2007年3月20日現在）

(独)原子力壷今垂唖構

清水建股(鋼

(独)原子力安全茎…

鯉)原子力安全基罐梼

中部色力(鋼

東京危力㈱

東京危力(鋼

(株)日立製作所

東唾6K銅

東京睡樋大学

湘南工科大学

哩奥蓮殴(銅

鹿島建放(妹）

(鋤日本原子力研究開発

樋構

関西趣力㈱

大阪大学

日本大学

＝菱雷王誕鋼

(鋼大林組

〔銅東芝急力・社会シス

テム社

大成建紋(銅

(酸)原子力安全茎一簿

側)芭力中央研究所

(鋼竹中工誇店

清水建詮(掬

錘審匿案省

原子力安全・保安院

東京電力(鋼

(独)原子力安全韮姓樋禰

関西危力(株）

山口彰

中村吾

光津大輔

今塚善囲

植 木 孝

委員

委員

委員

委貝

委員

委員

婁員

委貝

委貝

委員

委員

委貝

委員

委員

海松直丘

武田正紀

臣畳和夫

堤英閉

堤喜陵

長淘和幸

野田静男

福士直巳

毎島鼓一郎

藤臼唾

藤本巌

水野淳

美原盤徳

肴松健

主在

画士審

幹事

委員

委員

主査村松健 画日本原子力研究開発

檀構

東京大学

東京速力(株）

中部勉力(銅

東京電力㈱

(銅日立製作所

“原子力安全基娃樋構

二審童王室(鋼

経済産業省

厭子力安全･保安醍

幽原子力安全垂璽露

委員

義員

委員

坂上正治

武田正紀

中井良大

鯉)原子力安全垂壁撰

清水建陵(銅

(勘)日本原子力研究開発

“

日本大学

関西怠力(鋼

(勤原子力安全…鐸

㈱璽芝眩力・準シス

テム社

日本原子力発趣(鋼

大阪大学

副 主委越塚睦一

幹事田南達也

委貝岩谷奉広

委員上村孝史

雲員鐘田仲害

委員小合克規

委員鳳岩克也

委貝小畑益彦

員
員
員
員

委
委
委
委

中村晋

中村隆夫

祖国謹

野井正垂

委 員

委員

委貝

委貝

委員

委貝

宇黄田健

蛯沢勝三

大島靖樹

大官幸男

甲嬰芳郎

小煩益彦

委員森田験

委 員 山 口 彰

委員近藤敬介

酒井俊朗

坂上正治

小江秀保

塞
錘
麺

糟時参加者

蛭沢鴎三（(麹)原子力安全逓錘構)・金居田秀二（日本原子力発厘(鋼)．川原修司（経済産業省原

子力安全･保安院)，川嶋治（鯉)原子力安全基姓槻構)，谷川純也（関西危力(株))．宮永和也鰹済

産業省原子力安全･保安院〕･豊島磁介（鱗)原子力エンジニアリング)，野中則彦（遅済蛮業省原

子力安全・保安院),増田貴弘（東京危力(鋼)。水野祐子((MABS=ンサノレティング）

委員山田淳

旧委員

泉鎖郎（《鋤原子力安全裳“構)，佐藤賎（東京矼力㈱）

常時参加者

川原修司（経済壷鍵省原子力安全・保安院)，郡安憲三（(独)原子力安全基鍵構)．佐野京子（(趣）

原子力安全瓦韓蝋構)，田岡英斗（(独)原子力安全基坤構)，谷川純也（関西危力(鋼)，富永浪也（経

済産業省原子力安全･保安院〕‘成官祥介（関西趣力(鋼)，野中剛彦（経済産莱省原子力安全･保安

園，堀江正人〔関西愈力(銅)，増田貴弘(東京砥力(銅)，三明碓幸〈関西睡力㈱)，本描章平((独）

原子力安全垂“樽)，森和成（(独)原子力安全基鐸構）

》
型
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標準の利用にあたって

標準は対象とする技術,活動又は結果の仕犠についての関係者の＝ンセンサスを規定し

ているものです。標準にはこうあるべきという装務的事項の他，こうあってもよいとして

合憲された非義務的な事項も含まれていますbしかし．標準は．対象としている技術，活

動又は結果の仕様について，規定している以外のものを排除するものではありません．

また．標準が規定のために引用している他規格・標準は，記載された年度版のものに限

定されますb橡準は全体として利用されることを前提に作成されており，公式な解涙は標

準委員会が行ないます。漂準委員会はそれ以外の解釈については責任を持ちません．標耀

を使用するに当たってはこれらのことを踏まえて下さい。

なお，標準委員会では，技術の進歩に対応するため，定期的に標準を見直しています。

利用に当たっては，標準が最新版であることを確認して下さい。

麺
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